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Abstract㸸Japanese government adopted the global accounting standards (IFRS) on June30, 2009. This change 
opened up great career opportunities to students who had studied global accounting in English. 
I would like consider this kind of career success by looking at one specific case study. 
In this paper, I hope to reduce case study bias risk with the use of career anchors and case study strategy. 
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䛿䛨め䛻 

ᮏ◊✲䛾ၥ㢟ព㆑ 

 

ると、఍計は大きな変動のࡳなど点でࣝࣂーࣟࢢ

᫬期にあり、国㝿఍計は᪂しい⤒Ⴀ知㆑として大変

ὀ┠されている。この⫼ᬒにはୡ⏺基‽としての

IFRS（国㝿㈈ົሗ࿌基‽）のฟ現とい࠺動きがあり、

100 ࢝国以上が、このࣟࢢーࣝࣂ⤫一基‽࡬‽ᣐす

るពᛮを⾲明している。このよ࠺なὶれの中で、ࡘ

いに日本の఍計基‽も大きく方向㌿᥮し、2009 ᖺ 6
᭶ 30 日の௻ᴗ఍計ᑂ㆟఍Ỵᐃにより、2010ࠕ ᖺ 3 ᭶

より国㝿఍計基‽ IFRS の௵ព᥇⏝がྍ⬟に なࠖり、

そのᚋᙉไ㐺⏝にࡘいてはまだ㋃ࡳ切れࡎにいるも

のの、ࣟࢢーࣝࣂ基‽にἢった᪂఍計基‽᫬௦࡬の

動きが本᱁的に㛤ጞし㸯、そのᚋ、ၟ ♫、〇⸆఍♫、

IT ௻ᴗ、ᾏእ኎上比率が㧗いࣟࢢーࣝࣂ௻ᴗを中ᚰ

に IFRS を௵ព㐺⏝する௻ᴗᩘは増え⥆ࡅ、以๓に

日本のࣟࢢーࣝࣂ௻ᴗがࣟࢢーࣝࣂな㈨㔠ㄪ㐩のた

めに౑っていた⡿国఍計基‽から IFRS の஌り᥮࡬

えもጞまっている。 
このよ࠺なࢫࢿࢪࣅのᑓ㛛知㆑が大きく変᭦され

る᫬௦には、先⾜して国㝿఍計ࣝーࣝをⱥㄒで学⩦

するே㛫には、知㆑におࡅる先⾜者฼得が生ࡌる。 

఍計知㆑は௻ᴗ⤒Ⴀにおࡅる࢖ンࣛࣇ知㆑であり、 
⟶理⫋になっていくためのᚲ㡲知㆑でもあるため、

この変化は、長い┠でࡳれࡤ、パࢥࢯンと࢖ンࢱー

ࠖ⤌ࡕ຾ࠕが生まれࣉࢵࣕࢠのฟ現により知㆑ࢺࢵࢿ

ࡌの᱁ᕪ♫఍が進⾜したとこととྠ࡝なࠖ⤌ࡅ㈇ࠕ

よ࠺なᙳ㡪が生ࡌるྍ⬟性を⛎めている。この఍計

⎔ቃの変化と、その基盤となる大学఍計ᩍ⫱にࡘい

ては、日⡿の違いを㍈とした研究をಟኈ論文㸰で⾜

い、日本の大学఍計ᩍ⫱がこの大きな⎔ቃ変化にᑐ

応しきれていない஦実を確認した。そこで本研究で

は、この研究を๓ᥦとして、ࣟࢢーࣝࣂ௻ᴗでのே

ᮦ㠃におࡅるࠕⱥ文఍計知㆑ࠖのᚲせ性を確認する

とともに、その知㆑⩦得による効果的な࣭࢟ࣕࣜ࢔

いて研究をࡘの஦౛にࢪン࢙ࢳ࣭࢔ࣜࣕ࢟、ࣉࢵ࢔

⾜った。 
 国㝿఍計のᩍ⫱にࡘいては、先⾜研究がいくࡘか

見られるが、ࠕ日本ேにᑐするⱥㄒでの国㝿఍計ᩍ⫱

とその知㆑⩦得効果ࠖにࡘいては研究がほと࡝ࢇな

く、この研究により、ࣟࢢーࣝࣂ化が一層進ࡴとண

測されるこれからの日本の⤒Ⴀ⎔ቃにおいて、እ国

ே⤒Ⴀ㝕とᑐ➼にⱥㄒによる఍計知㆑を㥑౑して࣐

㆟論が⾜えるேᮦの㣴ᡂ、またはこれらࢺン࣓ࢪࢿ

のせㄳに応えていく大学、大学㝔ᩍ⫱にᐤ୚できる
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のではないかと⪃える。 

 

㻚ᙜヱ䝔䞊䝬䛻㛵㐃䛩䜛ඛ⾜◊✲䛾⥲ᣓ 

 

る国㝿఍計知㆑のᚲࡅ᫬௦の日本におࣝࣂーࣟࢢ 

せ性にࡘいては、すでに 2007 ᖺ 8 ᭶に日本の఍計基

‽の方向性としてࣟࢢーࣝࣂ基‽に合ࢃせることが

Ⓨ⾲され、2009 ᖺ 6 ᭶ �� 日に国㝿఍計基‽導ධが

Ⓨ⾲されたことでỴ╔がࡘいているが、この⫼ᬒ、

఍計知㆑のࣟࢢーࣝࣂな変㑄な࡝にࡘいては、㛵す

学㝔大学学長のᖹᯇ一ኵᩍᤵ（௻ᴗ఍計基‽ጤဨ఍

ጤဨ）が⥅⥆的な研究をⓎ⾲しており、すᕝ㑳ኵ（௻

ᴗ఍計基‽ጤဨ఍ጤဨ長）ࡸᒣ田㎮ᕫ（国㝿఍計基

‽ጤဨ఍ጤဨ）もྠ様の研究をⓎ⾲してきている。

また、ࣛ࣎ࢹーᩍᤵ（࣭࣒ࣖࣁࣜࣈンࢢ大学ᩍᤵ）

らによるࠕከ国⡠௻ᴗの఍計ࠖがᾏእのࢫࢫࢿࢪࣅ

⏺てきており、ୡࡡーࣝの基本書としてᨵゞを㔜ࢡ

各地のそれࡒれの地盤にᣑᩓしてⓎᒎした௻ᴗ఍計

の各国ูのṔྐと、⤫合࡬のᑐ応を知る上で大きく

ᙺ立った。明἞大学のᒣ本ᫀᘯᩍᤵによるࠕ国㝿఍

計論ࠖも、ྠ様のど点からの⪃ᐹをヨࡳている。 

 本論では、ⱥ文఍計学⩦者の࢟ࣕࣜ࢔஦౛研究を、

MIT ン༤࢖ࣕࢩーH㸬࢞ࢻーン⤒Ⴀ大学㝔の࢚ࣟࢫ

ኈが⪃᱌した࢔࣭࢔ࣜࣕ࢟ࠕン࢝ーࠖ㸱を㍈として

効果に㛵する先⾜研究で࢔と࢟ࣕࣜ࢔ࣜࣕ࢟。࠺⾜

は、࢖ࣕࢩン༤ኈがୡ⏺的な大ᐙであり、ᙼのᩍえ

Ꮚで日本の࢟ࣕࣜ࢔研究の➨一ே者である⚄ᡞ大学

の㔠஭༤ኈが日本に⤂௓した࢔࣭࢔ࣜࣕ࢟ࠕン࢝ー

ーࣝࠖが⡿国、日本ともに長ᖺ஦౛ࢶーࣗࣅࢱン࢖

研究の共㏻㍈として฼⏝されている。また、஦౛研

究におࡅるࢫ࢔࢖ࣂをపῶ化するための研究にࡘい

ては、MIT およ࣓࢝ࣜ࢔ࡧン大学でࢣーࢹࢱࢫ࣭ࢫ

ン༤࢖࣭ࢺーࣂἲの指導を長ᖺおこなっていたࣟ࢕

ኈによるࢣࠕー࢕ࢹࢱࢫ࣭ࢫの方ἲࠖが、௚のࢣー

研究でもከくྲྀり上げられている。本࢕ࢹࢱࢫ࣭ࢫ

研究では、これら先⾜研究を๓ᥦとした஦౛研究を

⾜った。 

 

ᮏ◊✲䛾┠ⓗと考ᐹ䛾どⅬ 

 

⤒Ⴀ知㆑の⩦得は、学⩦者の࢟ࣕࣜ࢔効果にᙺ立

ࢃで効果がฟるࢫーࢣての࡭と⪃えられるが、すࡘ

した⤒Ⴀ知㆑ࠖࢳࢵに࣐ࢬーࢽ᫬௦のࠕ、ではなくࡅ

をࠕ᫬௦のேᮦࢽーࢬに࣐ࢳࢵするேᮦࠖがᡭにධ

れたときに࢟ࣕࣜ࢔効果（୺ほ的࣭ᐈほ的）が得ら

れると᝿ᐃされる。本研究では、ⱥ文఍計知㆑⩦得

者の中で࢔ࣜࣕ࢟ࠕ効果（୺ほ的࣭ᐈほ的）ࠖ が得ら

れたேᮦの࢔࣭࢔ࣜࣕ࢟ࠕン࢝ーࠖを確認し、ࠕⱥ文

఍計知㆑の࢟ࣕࣜ࢔㠃での効果的なά⏝ࠖとࠕ᫬௦

のࢽーࢬに࣐ࢳࢵするேᮦീࠖにࡘいて⪃ᐹする。 
஦౛研究の┠的は、ⱥ文఍計知㆑を得て࢟ࣕࣜ࢔

ができるே物ീをಶู（୺ほ的࣭ᐈほ的）ࢫࢭࢡࢧ

の஦౛研究の✚ࡳ上げによって明らかにすることで

ある。そして、研究ᙜึの௬ㄝとして、ࠕᑓ㛛知㆑で

ある国㝿఍計を学ࢇで࢟ࣕࣜࢫࢭࢡࢧ࣭࢔できるே

物ീࠖをࠕᑓ㛛࣭⫋⬟ูࢥンࢱࣆンࠖࢫをᣢったே

物と᝿ᐃし、この௬ㄝにࡘいて஦౛研究の✚ࡳ上げ

によって᳨ドすることとした。≉に⤒Ⴀ知㆑の中で

も఍計ᩍ⫱ศ㔝は、ᡓᚋ᭱大の変化の᫬期にあるた

め、本研究により、大学、大学㝔➼でもࠕⱥ文఍計

知㆑ᩍ⫱ࠖの導ධが進ࡴことを┠指した。そして本

研究によってࠕⱥ文఍計知㆑によって࢟ࣕࣜ࢔効果

が得られるேᮦの࢟ࣕࣜ࢔࣭࢔ン࢝ーࠖが確認でき

れࡤ、学⩦者の㑅ᢤࡸ、学⩦ᚋの௻ᴗとのேᮦ࣐ࢵ

ながるため、ᩍ⫱ᚋࡘ効率を㧗めることにもࢢンࢳ

のேᮦά⏝の㠃でも㈉⊩できる研究を┠指した。 
 
㻝 䜿䞊䝇䞉䝇䝍䝕䜱◊✲䛾᪉ἲ 

 
䜿䞊䝇䞉䝇䝍䝕䜱䛾ᐃ⩏と┠ⓗ 

 
ࢫ࣭ࢫーࢣ、ࡤン༤ኈ(1996)によれ࢖࣭ࢺーࣂࣟ 

なも࠺のᐃ⩏と┠的は以下のよ（஦౛研究）࢕ࢹࢱ

のである。 
の本㉁は、現ᅾ（஦౛研究）࢕ࢹࢱࢫ࣭ࢫーࢣ（1）

からᮍ᮶࡬άかせる一⯡化を┠指すためのࠕ⤒

験的᥈究ࠖである。 
ࢧの཰㞟とศᯒによるᐃ㔞、ᐃ性ࣜᩘࣝࣉンࢧ（2）

ーࢳからの一⯡化ではなく、ಶู஦౛またはಶ

ู஦౛の㞟✚から、ࠕ因果的な⤖ࡘࡧき をࠖ᥈る

ことを┠的とする。 
によって得ࢢンࣜࣉンࢧ、型が࢖ー࣋ࢧ、まりࡘ 
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られた小㞟ᅋのㄪᰝからの⤖果をもとに、一⯡化で

きる理論をᐃ⩏し、これを඲యീにあてはめよ࠺と

する⤫計的一⯡化のᡭἲを⏝いているのにᑐし、ࢣ

ー࢕ࢹࢱࢫ࣭ࢫでは、ಶู஦౛をそれࡒれࡦとࡘの

実験とࡳなし、実験をಶู஦౛の⣼✚によってࠕ㏣

ヨࠖすることによって、඲యീにあてはめられる一

⯡的な⤖論を模⣴するといࠕ࠺ศᯒ的一⯡化ࠖのᡭ

ἲを⏝いているため、まったくูのࣟࣉ࢔ーࢳなの

である。㸲そこで、ⱥ文఍計知㆑を㌟にࡅࡘたேᮦ

の࢟ࣕࣜ࢔効果஦౛の研究では、஦౛཰㞟の๓ẁ㝵

で、ࢫ࢔࢖ࣂをపῶ化させるためのᡓ␎を立て、࢔

な研究としてのရ㉁を確ಖすることとすࢡࢵ࣑ࢹ࢝

る。 
 
䜿䞊䝇䞉䝇䝍䝕䜱タィ䛾ᵓᡂせ⣲䛾᫂☜໬ 

 
 研ࠕ、では、஦౛཰㞟に先⾜して࢕ࢹࢱࢫ࣭ࢫーࢣ 
究ᑐ象 ー࣐ࢸ研究ࠕࡸࠖ ศᯒ༢位ࠕࠖ、 ᑻ度ࠕࠖ、  ゎࠕࠖ、
㔘基‽ࠖを⊃く㝈ᐃすることが、ࢫ࢔࢖ࣂのపῶ化 
と研究のရ㉁ಖᣢにࡘながるため、以下のよ࠺なか 
たࡕでタᐃを⾜࠺。 
（1）研究ၥ㢟㸸 

ⱥ文఍計知㆑を㌟にࡅࡘたேᮦの࢟ࣕࣜ࢔効 
果஦౛  

（2）࿨㢟㸸 
ⱥ文఍計知㆑学⩦は࢟ࣕࣜ࢔効果を㧗める。 

（3）ศᯒ༢位㸸 
ಶே（࢟ࣕࣜ࢔࣭࢔ン࢝ー࢖ンࣗࣅࢱー） 

 る論理㸸ࡅࡘࡧ⤖をࢱーࢹ（4）
 ン࢝ー理論࢔࣭࢔ࣜࣕ࢟

（5）Ⓨ見物のゎ㔘基‽㸸 
୺ほ的࣭ᐈほ的ࢫࢭࢡࢧとⱥ文఍計知㆑およ 

 との㛵㐃性ࣉ࢖ࢱン࢝ー࢔࣭࢔ࣜࣕ࢟ࡧ
に஦౛཰㞟の᭱ึの࠺このよ、ࡤン༤ኈによれ࢖

ẁ㝵で、ఱを┠的として、ఱをㄪ࡝、࡭のよ࠺なᑻ

度をᣢってゎ㔘するかとい࠺ことを⊃く㝈ᐃするこ

とにより、ಶู஦౛をࠕ実験ࠖとしてᢅ࠺ことがで

きるとしている。 
 
஦౛཰㞟䛻䛚䛡䜛䝞䜲䜰䝇పῶ໬䛾䛯め䛾ᡓ␎ 

な஦౛཰㞟᫬、（本研究でࡕに、୺ほがධりがࡂࡘ

は࢖ンࣗࣅࢱー実᪋ẁ㝵）におࡅるࢫ࢔࢖ࣂపῶ化

ᡓ␎であるが、࢖ン༤ኈによれ୕ࠕ、ࡤゅ測㔞的ᡭἲࠖ

により、ࢫ࢔࢖ࣂపῶ化はྍ⬟であるとしている。 
୕ゅ測㔞的ᡭἲとは、一点から஦౛᝟ሗの཰㞟ࡸ

ุ᩿をするのではなく、（1）」ᩘの஦౛からの⣼✚

的なドᣐを得る、（2）」ᩘのほ測者によりᐈほ性を

確ಖする、（3）」ᩘ஦౛からの᝟ሗ཰㞟にあたり、

共㏻の理論的にᐃ╔したホ౯㍈を฼⏝することで、

ᐈほ性およࡧ཯᚟性を確ಖする、（4）」ᩘのドᣐ※

をุ᩿の基‽として฼⏝する、な࡝により、実験と

してのᐈほ性と、෌現性を確ಖするとい࠺ᡭἲであ

る。㸳 
 本研究の場合は、以下のよ࠺なタᐃにより、୕ゅ

測㔞的ᡭἲを⾜࠺ணᐃである。 
ձ」ᩘ஦౛（」ᩘの஦౛ᑐ象者を確ಖ） 
ղ」ᩘ࢖ン࢔ࣗࣅࢱー（ேᮦ఍♫との༠ຊయไ） 
ճ理論的にᐃ╔したホ౯㍈の共㏻฼⏝によるศᯒ㍈

のᶆ‽化（࢟ࣕࣜ࢔࣭࢔ン࢝ー࢖ンࣗࣅࢱーࢶー

ࣝの共㏻౑⏝） 
մ」ᩘドᣐ※（ⱥ文఍計᳨ᐃヨ験 BATIC の࢔ࢥࢫ、

ᒚṔ書、⫋ົ⤒Ṕ書） 
ձ㹼մにより、ṇ確なᑻ度㍈の確ಖ、෌現性の確ಖ、

ᐈほ性の確ಖをはかることができ、ࢫ࢔࢖ࣂの

పῶ化による研究のရ㉁ಖᣢがྍ⬟となる。 
 

䠎䠊ⱥ文఍ィ▱㆑Ꮫ⩦⪅䛾䜻䝱䝸䜰஦౛  

  

஦౛◊✲䛾┠ⓗと᪉ἲ 

 

 ஦౛研究をࢡࢵ࣑ࢹ࢝࢔に⾜࠺ためのᡓ␎を㏙࡭

てきたが、今回⾜ったⱥ文఍計知㆑学⩦者の࢟ࣕࣜ

いて、┠的と௬ㄝをᩚ理すると以下ࡘ஦౛研究に࢔

のよ࠺になる。 
 ┠的は、ⱥ文఍計知㆑を得て࢟ࣕࣜࢫࢭࢡࢧ࢔（୺

ほ的࣭ᐈほ的）ができるே物を、஦౛研究の✚ࡳ上

げによって明らかにすることである。そして、研究

ᙜึの௬ㄝとして、ᑓ㛛知㆑である国㝿఍計を学ࢇ

で࢟ࣕࣜࢫࢭࢡࢧ࣭࢔できるேは、ࡸはりࠕᑓ㛛࣭

⪄をᣢったே物ではないかとࠖࢫンࢱࣆンࢥู⬟⫋

え、この௬ㄝを᳨ドすることとした。 
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ⱥ文఍ィ▱㆑Ꮫ⩦⪅䛾஦౛◊✲䛾
┠ⓗと௬ㄝ

• ⱥ文఍ィ▱㆑Ꮫ⩦⪅䛾䛖䛱䚸䜻䝱䝸䜰䝃䜽䝉
䝇䠄୺ほⓗ䞉ᐈほⓗ䠅䛜䜏䜙䜜䛯ே≀䛾䜻䝱䝸
䜰䚹䜰䞁䜹䞊䜢☜ㄆ䛩䜛䛣と䛻䜘䜚䚸䛂᫬௦䛾䜒
とめ䜛▱㆑䜢ᚓ䛶䚸䜻䝱䝸䜰䝃䜽䝉䝇䛷䛝䜛ே
ᮦീ䜢᫂䜙䛛䛻䛩䜛䛃

• ௬ㄝ

䛂ⱥ文఍ィ▱㆑䛿ᑓ㛛▱㆑䛺䛾䛷䚸ᑓ㛛▱㆑
ᣦྥ䛾䜰䞁䜹䞊䜢ᣢ䛴ே≀䛜᭱䜒䜻䝱䝸䜰䞉
䝃䜽䝉䝇䛧䜔䛩䛔と考䛘䜙䜜䜛䠄ேᩘ䜒ከ䛔䠅䛃

 

ᅗ 㻝：஦౛◊✲䛾┠ⓗと௬ㄝ ➹⪅సᡂ 

 そして、ࠕ実験⿦⨨ とࠖして、ேᮦ఍♫との࢖ࣛ࢔

をᵓ⠏した。㸴ලయ的にはⱥ࣒ࢸࢫࢩによるࢫン࢔

文఍計ᩍ⫱఍♫とேᮦ఍♫㛫の共㏻࢖ンࣗࣅࢱー㍈

として࢔࣭࢔ࣜࣕ࢟ࠕン࢝ーࢶーࣝࠖを共㏻฼⏝す

ることで、๓ẁで㏙࡭てきたよ࠺な஦౛᝟ሗが自動

的に⵳✚されていく௙⤌ࡳをᵓ⠏した。 
そして、この࣒ࢸࢫࢩをά⏝して、実㝿に௻ᴗと

の࣐ࢳࢵンࢢにᡂຌした࢟ࣕࣜࢫࢭࢡࢧ࣭࢔஦౛ 
果的に㌿⫋には⮳らなかったが、現ᅾの௙஦⤖、ࡸ

の中で࢟ࣕࣜࢫࢭࢡࢧ࣭࢔したேᮦの஦౛を⵳✚す

ることにより、ⱥ文఍計知㆑のᚲせ性と࢟ࣕࣜ࢔効

果に㛵する஦౛研究を進めた。以下がその࣓࢖ーࢪ

ᅗである。 

ⱥ文఍ィᩍ⫱఍♫と䚸ேᮦ఍♫䛾䜰䝷䜲䜰䞁䝇䛻䜘䜛
㌿⫋ᨭ᥼と஦౛᝟ሗ཰㞟䝅䝇䝔䝮

ⱥ文఍ィ
ᩍ⫱఍♫

INPUT OUTPUT

ⱥ文఍ィᩍ⫱఍♫䛷䛿䚸
ⱥ文఍ィ䜢㌟䛻䛴䛡䛶
䜻䝱䝸䜰䞉䝃䜽䝉䝇䛧䛯䛔
ேᮦ䛻䚸ᩍ⫱䜢ᥦ౪䛧䚸
㢧ᅾ໬䛧䛯㌿⫋䝙䞊䝈
䛻ᑐ䛧䛶䛿ேᮦ఍♫䜈

⤂௓䜢⾜䛖䚹஦๓䜲䞁䝍䝡䝳䞊
䛷䜻䝱䝸䜰䞉䜰䞁䜹䞊䝒䞊䝹

䜢౑⏝

ேᮦ఍♫䛷䛿䚸⤂௓䛥䜜䛯
ேᮦ䛻䜻䝱䝸䜰䞉䜰䞁䜹䞊

䝒䞊䝹䛻䜘䜛䜲䞁䝍䝡䝳䞊䜢
෌ᗘ⾜䛔䚸ᣦྥᛶ䜢☜ㄆ䚹
ᣦྥᛶ䛻ἢ䛳䛯ேᮦ⤂௓

䜢⾜䛖䚹

ேᮦ఍♫
䠇

䜻䝱䝸䜰䞉䜰䞁䜹䞊
䝒䞊䝹䛾ඹ㏻౑⏝
䛻䜘䜚䚸⮬ືⓗ䛻
஦౛᝟ሗ䛜⵳✚

䛥䜜䜛௙⤌䜏

 
ᅗ 㻞：ேᮦ఍♫とᩍ⫱఍♫䛾䜰䝷䜲䜰䞁䝇䛻䜘䜛஦౛཰㞟䝅䝇䝔䝮䜲䝯䞊

䝆 ➹⪅సᡂ 

஦౛研究で౑⏝したࢶーࣝは、 
 ン࢝ー㉁ၥ㸤回答⾲㸤自動㞟計ࠖと࢔࣭࢔ࣜࣕ࢟ࠕ
 ࠖࢺーࢩーࣗࣅࢱン࢖ン࢝ー࢔࣭࢔書㎸ᘧ࢟ࣕࣜࠕ

 ン࢝ーデ᩿⾲㸸㸶✀㢮ࠖ࢔࣭࢔ࣜࣕ࢟ࠕ
の㸱点である。㸵   

研究の効率性を㧗めるため、この㸱点のࢶーࣝを 
にࣝࢭࢡ࢚ࢺࣇࢯࣟࢡ࢖と࣐ࢻー࣡ࢺࣇࢯࣟࢡ࢖࣐

よるࢹࣝࢱࢪࢹーࢱに変᥮し、ま࢔࣭࢔ࣜࣕ࢟ࠕ、ࡎ

ン࢝ー㉁ၥ㸤回答⾲㸤自動㞟計ࠖとࠕ書㎸ᘧ࢟ࣕࣜ

ーࣝࢶのࡘの㸰ࠖࢺーࢩーࣗࣅࢱン࢖ン࢝ー࢔࣭࢔

を࣓ーࣝで㏦௜し、本ேがグධしたものをᒚṔ書と

⫋ົ⤒Ṕ書をῧえて㏉ಙしてもら࠺௙⤌ࡳをసった。 
 ㏉㏦された㸰ࡘのࢶーࣝの内容を研究者である⚾ 
がಶูにྫྷ࿡し、各ேにᑐ応する࢔࣭࢔ࣜࣕ࢟ࠕン 
࢝ーデ᩿⾲ࠖを㏦௜するとともに、ேᮦ఍♫ᢸᙜ者 
にも、ྠ様のࢶーࣝと、ᒚṔ書࣭⫋ົ⤒Ṕ書を㏦௜ 
し、஦౛ᑐ象者が、本ேの内㠃におࡅる、自㌟の࢟ 
 ン࢝ーの確認をした上で、ேᮦ఍♫のᢸ࢔࣭࢔ࣜࣕ
ᙜ者と実㝿に఍って࣏࢟ࣕࣜࢧ࣭࢔ーࢺの㠃ㄯを 
 。をసったࡳ⤌௙࠺⾜

ேᮦ఍♫での㠃ㄯでは、本ேがグධした࢟ࣕࣜ

ーࣝ㸰✀と、ᒚṔ書࣭⫋ົ⤒Ṕ書をࢶン࢝ー࢔࣭࢔

もとに、まࡎデ᩿内容、ࡘまりุ᩿された࣭࢟ࣕࣜ࢔

ン࢝ーが本ேにとってṇしいものであったかの確࢔

認を⾜࠺。ここで、研究者、ேᮦ఍♫ᢸᙜ者、本ே

とい࠺」ᩘุ᩿者による、」ᩘドᣐ※（࣭࢟ࣕࣜ࢔

ーࣝ㸰✀、ᒚṔ書、⫋ົ⤒Ṕ書）の確認ࢶン࢝ー࢔

が⾜ࢃれ、୕ゅ測㔞ἲによるࢫ࢔࢖ࣂのపῶ化が実

現できるよ࠺にした。 

ⱥ文఍ィ▱㆑Ꮫ⩦⪅䛾஦౛◊✲᪉ἲ䠏

• 䝞䜲䜰䝇పῶ໬䛾䛯め䛾ᡓ␎

ᐇ᪋ẁ㝵䛻䛚䛡䜛䝞䜲䜰䝇పῶ໬ᡓ␎

䠘୕ゅ 㔞ⓗᡭἲ䛻䜘䜛䝞䜲䜰䝇పῶ໬䠚

䐟」ᩘ஦౛䠄」ᩘ䛾஦౛ᑐ㇟⪅䜢☜ಖ䠅

䐠」ᩘ䜲䞁䝍䝡䝳䜰䞊䠄ேᮦ఍♫と䛾༠ຊయไ䠅

䐡⌮ㄽⓗ䛻ᐃ╔䛧䛯ホ౯㍈䛾ඹ㏻฼⏝䛻䜘䜛ศᯒ㍈
䛾ᶆ‽໬䠄䜻䝱䝸䜰䞉䜰䞁䜹䞊䜲䞁䝍䝡䝳䞊䝒䞊䝹䛾

ඹ㏻౑⏝䠅

䐢」ᩘドᣐ※䠄䠞䠝䠰䠥䠟䛾䝇䝁䜰䚸ᒚṔ᭩䚸⫋ົ⤒Ṕ᭩䠅

䐟䡚䐢䛻䜘䜚䚸ṇ☜䛺ᑻᗘ㍈䛾☜ಖ䚸෌⌧ᛶ䛾☜ಖ

䜢䛿䛛䜛䚹

 
ᅗ䠏：஦౛◊✲䛾᪉ἲ ➹⪅సᡂ 

஦౛◊✲䛾‽ഛᐇ㦂䠍：ⱥㄒᏛ⩦⪅と䚸ⱥ文఍ィᏛ⩦ 

⪅䛾䜻䝱䝸䜰ᡂຌ⋡䛾ẚ㍑ 
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本研究におࡅる஦౛研究は、ⱥ文఍計を学⩦する

ことによって、࡝のよ࠺な࢟ࣕࣜࢫࢭࢡࢧ࣭࢔が起

きるか、そして࡝のよ࠺なே物であれࡤ、その࢟ࣕ

を得ることができるのかを明らかにࢫࢭࢡࢧ࣭࢔ࣜ

することである。 
 しかし、比較するものがないと、ⱥ文఍計知㆑の

日ᖖⱥ఍ヰࠖࠕ、効果が୙明確になると⪃え࢔ࣜࣕ࢟

の学⩦者では、࡝のくらいの比率で࢟ࣕࣜࢡࢧ࣭࢔

ࢃがྍ⬟なのかを確認するணഛ実験を⣙㸯ᖺにࢫࢭ

たって⾜ったが、ṧᛕながらᡂຌ౛はなかった。 
  

౛◊✲䛾‽ഛᐇ㦂䠎：ⱥ文఍ィᏛ⩦⪅䛾䜻䝱䝸䜰䞉 

䜰䞁䜹䞊ศᕸഴྥ 

 
 もࡦ࠺とࡘのணഛ実験は、大きなẕ㞟ᅋにおࡅる

ⱥ文఍計学⩦者の࢟ࣕࣜ࢔࣭࢔ン࢝ーの傾向をㄪ࡭

ることである。これにࡘいては、ⱥ文఍計᳨ᐃの

BATIC ㅮᗙをཷㅮしている生ᚐ 156 ྡにᑐして、࢟ࠕ 
 のグ࡬ン࢝ー㉁ၥ㸤回答⾲㸤自動㞟計ࠖ࢔࣭࢔ࣜࣕ
ධを౫㢗し、ࢹーࢱを཰㞟した。そこで明らかにな 
ったのは、᭱もከかったのはࠕᑓ㛛࣭⫋⬟ูࢥンࣆ 
ࢫンࢱ （ࠖ඲యの 30㸣㸸46 ྡ）で、これはᙜึのண 
᝿㏻りであった。しかし௚に㣕ࡅࡠࡧて㧗い比率と 
して㺀生ά様ᘧࢥンࢱࣆンࢫ㺁（඲యの 22㸣㸸34 ྡ） 
をᣢࡘከᩘのᏑᅾが確認でき、これはண᝿እであっ 
た。ࠕ生ά様ᘧࢥンࢱࣆンࠖࢫは、ࠕ௙஦よりも生ά 
が大஦ࠖとい࠺指向性なので、ពእな⤖果であった 
が、実はᚋ㏙するᡂຌ஦౛でもこのࠕ生ά様ᘧࢥン 
 ࡅものがከかった。この⤖果をཷࡘをᣢࠖࢫンࢱࣆ
たศᯒにࡘいては、ࠕศᯒ⤖果と⪃ᐹࠖでヲ㏙する。 

ⱥ文఍ィᏛ⩦⪅䛾䜻䝱䝸䜰䞉䜰䞁䜹䞊
ศᕸഴྥ䠄䠍䠑䠒ྡㄪᰝ䠅

㻝㻡㻢ྜィ

㻟㻠⏕άᵝᘧ

㻝㻠⣧⢋䛺ᣮᡓ

㻞㻝ዊ௙䞉♫఍㈉献

㻞
㉳ᴗᐙⓗ๰㐀

ᛶ

㻞㻞ಖ㞀䞉Ᏻᐃ

㻝㻞⮬❧䞉⊂❧

㻡඲⯡⟶⌮

㻠㻢ᑓ㛛䞉⫋⬟ู

ேᩘ
䜻䝱䝸䜰䞉䜰䞁

䜹䞊 ⱥ文఍ィᏛ⩦⪅䛾䜻䝱䝸䜰䞉䜰䞁䜹䞊඲యഴྥ

㻟㻑

㻤㻑

㻝㻠㻑㻝㻑
㻝㻟㻑

㻥㻑

㻞㻞㻑
㻟㻜㻑

ᑓ㛛䞉⫋⬟ู

඲⯡⟶⌮

⮬❧䞉⊂❧

ಖ㞀䞉Ᏻᐃ

㉳ᴗᐙⓗ๰㐀ᛶ

ዊ௙䞉♫఍㈉献

⣧⢋䛺ᣮᡓ

⏕άᵝᘧ

 
ᅗ䠑 ⱥ文఍ィᏛ⩦⪅䛾䜻䝱䝸䜰䞉䜰䞁䜹䞊ศᕸഴྥ ➹⪅సᡂ 

ⱥ文఍ィᏛ⩦⪅䛾䜻䝱䝸䜰ᡂຌ஦౛ 

 

 ここでは、⣙ 2 ᖺ༙にࢃたり、ேᮦ఍♫の༠ຊも

得て、࢟ࣕࣜࢫࢭࢡࢧ࣭࢔（ᐈほ的࣭୺ほ的）した

9 ྡの஦౛を⤂௓する。ここでは本ேの࢕ࣇࣟࣉー

ࣝ（ᖺ㱋、性ู、BATIC の࢔࣭࢔ࣜࣕ࢟、࢔ࢥࢫン

࢝ーの✀㢮）とともに、ලయ的な࢟ࣕࣜࢭࢡࢧ࣭࢔

れがヲࡒの内容を⡆₩にまとめた。本஦౛はそれࢫ

⣽なಶே᝟ሗとなるため、本ேẶྡはఅせ、A㹼I
さࢇとい࠺グྕྡを౑⏝し、௻ᴗྡな࡝も本ேがグ

㍕している場合はそのまま⤂௓するが、本ேのᕼᮃ

でලయ的♫ྡをఅせているものもある。 

  

䛆஦౛ 㻝䛇 

 Ꮫ⏕᫬௦䛻ᅜ㝿఍ィ᳨ᐃ 㻮㻭㼀㻵㻯 䛾Ꮫ⩦䜢㛤ጞ䚹ẁ

㝵ⓗ䛻⡿ᅜබㄆ఍ィኈ㈨᱁䠄㼁㻿㻯㻼㻭䠅䜒ྲྀᚓ䚹䛒䜙䛯

┘ᰝἲே䠄㻼㼞㼕㼏㼑㼃㼍㼠㼑㼞㻴㼛㼡㼟㼑䠅䛻ᑵ⫋䛧䛯஦౛ 

 
 大学生だった A さࢇ（現ᅾ 23 ṓ㸸⏨性㸸BATIC
࢔ࢥࢫ 817 点㸸࢟ࣕࣜ࢔࣭࢔ン࢝ーࠕᑓ㛛࣭⫋⬟ู

ࢫンࢱࣆンࢥ ）ࠖは、先に௙஦上のᚲせ性から国㝿఍

計᳨ᐃ BATIC の学⩦をはࡌめたẕぶのᙉい່めで、

BATIC の学⩦を㛤ጞした。 
 ⱥ文఍計の学⩦を進める中で、⤒῭の␒ேである

௻ᴗ┘ᰝே（බ認఍計ኈ）をᑗ᮶の௙஦にしたいと

ᛮいはࡌめ、日本でしか㏻⏝しない日本のබ認఍計

ኈ㈨᱁ではなく、ࣟࢢーࣝࣂにά㌍できる⡿国බ認

఍計ኈ㈨᱁（USCPA）を┠指すよ࠺になった。 
 学⩦を進める中で、ᑗ᮶のᡓ␎的な࢟ࣕࣜ࢔ᙧᡂ

にࡘいても⯆࿡をᣢ10、ࡕ ᖺᚋのᮍ᮶ീを明確にᥥ

きながら、2 ᖺ㉺しで⡿国බ認఍計ኈ㈨᱁をྲྀ得し

た。合᱁ᚋ、ୡ⏺的な఍計஦ົᡤであるあらた┘ᰝ

ἲே（PriceWaterHouse）に生えᢤきとしてᑵ⫋でき、

ᖹᆒ的な♫఍ே一ᖺ生よりもかなり㧗いᖺ཰（ึᖺ

度 600 ୓෇）の௙஦にࡘくことができた。 
 ᑗ᮶は、国㝿的にά㌍する఍計のࣟࣉを┠指して、

日ኪ実ົ⬟ຊとᑓ㛛知㆑を㧗めている。 
 
䛆஦౛ 㻞䛇 

㻹㻒㻭 䛜ຍ㏿䛩䜛㡢ᴦᴗ⏺䛷䚸⦓ᐦ䛻䝡䝆䝛䝇䜢䝁䞁

䝖䝻䞊䝹䛩䜛䛯め䛻᭱᪂䛾䜾䝻䞊䝞䝹఍ィ䜢ⱥㄒ䛷Ꮫ
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䜃䚸኱ᡭ㡢ᴦ䜶䞁䝍䞊䝔䜱䝯䞁䝖఍♫䠄㻱㻹㻵㻶㼍㼜㼍㼚䠅䛾஦

ᴗ㛤Ⓨᮏ㒊㛗䛻㌿⫋䛧䛯஦౛ 

 
ⱥ文఍計学⩦ᚋに EMIJapan の஦ᴗ㛤Ⓨ本㒊長に

㌿⫋した B さ43）ࢇ ṓ㸸⏨性㸸BATIC ࢔ࢥࢫ 778
点㸸࢟ࣕࣜ࢔࣭࢔ン࢝ーࠕ඲⯡⟶理ࢥンࢱࣆンࢫ ）ࠖ

は、ⱝいときからࣟࢢーࣝࣂ఍計知㆑の㔜せ性に気

࡙いていた。日本の大ᡭ᪑⾜఍♫に㌿⫋し、᪂つ஦

ᴗ㛤Ⓨࡸ♫内࣋ンࣕࢳーな࡝の立ࡕ上げを⾜ったが、

日本の大ᡭ≉有のࣆࢫーࢻの㐜さに㣗യࡳࡂとなり、

もともとࡸりたかった㡢楽ࢫࢿࢪࣅのୡ⏺に 30 ௦

中盤に࢙࢟ࣕࣜࢳ࣭࢔ンࢪをした。ⱥㄒのࢽ࣑ࣗࢥ

をしてࢢンࢽーࣞࢺ࠺ンに୙自由しないよࣙࢩーࢣ

きたことࡸ఍計知㆑も㌟にࡅࡘていたことで、㡢楽

ᴗ⏺の中でも早くからࢥࢫࢿࢪࣅンࣟࢺーࣝഃの立

場で௙஦をしていࡅるよ࠺になった。そしてࢺࣇࢯ

AOL、MTV、ࢡンࣂ な࡝の有ຊ௻ᴗでࢥࢫࢿࢪࣅ

ンࣟࢺーࣝഃの௙஦にἐ㢌し、෌ࣟࢢࡧーࣝࣂ఍計

をⱥㄒで学ぼ࠺とᛮったのは 40 ṓを㐣ࡂてからで、

これはࣆࢫࢫࢿࢪࣅーࢻがࣟࢢーࣝࣂに加速する中

で、より⦓ᐦにࢫࢿࢪࣅを⤌ࡳ立てるためには、᭱

᪂のࣟࢢーࣝࣂ఍計をⱥㄒで学ࢇでおくᚲせがある

と感ࡌたからである。 
今回᪂たに஦ᴗ㛤Ⓨࣝࢢーࣉ本㒊長としてࢿࢪࣅ

ーࣝをするࣟࢺンࢥࢫ EMI も IFRS（国㝿㈈ົሗ࿌

基‽）࣋ーࢫで఍計ฎ理が⾜ࢃれており、ⱥ国本♫

とのࡸりとりもあり、BATIC で学ࢇだࣟࢢーࣝࣂ఍

計の知㆑がᙺ立ࡘと⪃えている。 
 
䛆஦౛ 㻟䛇 

᪥⣔እ㣗௻ᴗ䛾⛎᭩䛛䜙䚸ᾏእ㒊㛛䜈䜻䝱䝸䜰䞉䜰

䝑䝥⛣ື䛷䛝䛯஦౛ 

 

 日⣔のእ㣗࣓ー࢝ーに໅ົする C さ25）ࢇ ṓ㸸ዪ

性㸸BATIC ࢔ࢥࢫ 909 点㸸࢟ࣕࣜ࢔࣭࢔ン࢝ーࠕ生

ά様ᘧࢥンࢱࣆンࢫ ）ࠖは、⛎書をしており、఍計と

は⦕㐲い௙஦をしていた。␃学⤒験のあるCさࢇは、

ᴗົでከᑡⱥㄒを౑࠺ことはあったが、ᑗ᮶ᾏእと

ಀる௙஦がしたいとい࠺ᕼᮃとは㐲い࢟ࣕࣜ࢔をṌ

でいた。しかし、఍♫の≧ἣ変化でᾏእの఍♫がࢇ

かるࢃり、♫内で国㝿఍計がࢃに᪂たに加ࣉーࣝࢢ

ேの㟂せが増え、࢟ࣕࣜࣉࢵ࢔࣭࢔のᡭẁとしてⱥ

文఍計を学ࡪことをỴពした。地㐨な学⩦ດຊの⤖

果、国㝿఍計᳨ᐃ BATIC のヨ験で 909 点（ࢥンࣟࢺ

ーࣛーࣞ࣋ࣝ）をྲྀ得し、ヨ験の⤖果がᒆいて⣙ �

ࣨ᭶ᚋ、このヨ験⤖果がホ౯されて、ᾏእ஦ᴗを⾜

 。の␗動がỴまった࡬⨬㒊࠺

 

䛆஦౛ 㻠䛇 

ⱥ文఍ィ䜢Ꮫ䜣䛰䛾䛱䚸ὴ㐵♫ဨ䛛䜙䚸⡿ᅜ⣔䛾እ

㈨⣔〇⸆఍♫⤒⌮㒊䛻ṇ♫ဨと䛧䛶䜻䝱䝸䜰䞉䝏䜵䞁䝆

㌿⫋䛷䛝䛯஦౛ 

 
20 ௦の๓༙をࡎっとὴ㐵♫ဨとして㐣ごしてき

た D さ27）ࢇ ṓ㸸ዪ性㸸BATIC ࢔ࢥࢫ 788 点㸸࢟

ࢫンࢱࣆンࢥಖド࣭Ᏻᐃࠕン࢝ー࢔࣭࢔ࣜࣕ ）ࠖは、

ṇ♫ဨとしての⫋Ṕがないことは࢟ࣕࣜ࢔上で大き

な࣐ࢫࢼ࢖であることに気࡙き、ㄒ学ຊをάかして

⩻ヂ఍♫のࢥーࢿ࢕ࢹーࢱのṇ♫ဨの௙஦にࡘいた。

しかし、⩻ヂ఍♫での⤒験は、⊃く、ὸいᑓ㛛性し

か㌟にࡘかないことに気࡙き、ⱥ文఍計のຮᙉをし

て、ⱥ文఍計の実ົができる௙஦に࢙࢟ࣕࣜࢳ࣭࢔

ンࢪし、࡝こでも㏻⏝するよ࠺なᑓ㛛性を㌟にࡅࡘ

ていきたいとᛮ࠺よ࠺になった。D さࢇ本ேの㈨㉁

が㧗かったこともあり、ⱥ文఍計᳨ᐃ BATIC の⤖果

がでたのࡕ、すࡄに⡿国⣔のእ㈨⣔〇⸆఍♫の⤒理

㒊で内ᐃをもら࠺ことができた。そしてᮍ⤒験なが

らṇ♫ဨでの࢙࢟ࣕࣜࢳ࣭࢔ンࢪを果たすことがで

きた。今ᚋは、さらに実ົ⤒験を㧗めて、࡝の఍♫

でも㏻⏝するよ࠺な࢟ࣕࣜ࢔を✚ࡳ上げていきたい

と⪃えている。 
 
࠙஦౛ 㻡䛇 

⮬ศ䛾㌿⫋ᕷሙ䛻䛚䛡䜛䝬䞊䜿䝑䝖䝞䝸䝳䞊䜢㧗め

䜛䛯め䛻䚸㻮㻭㼀㻵㻯䛾Ꮫ⩦䜢㛤ጞ䛧䚸䝝䜲䝇䝁䜰ྲྀᚓᚋ䛻

኱ᡭ⮬ື㌴㒊ရ䝯䞊䜹䞊䠎♫䛛䜙ෆᐃ䜢ᚓ䜛䛣と䛜䛷

䛝䛯஦౛ 

 
ᑵ⫋ịἙ期にᑵ⫋をした E さ32）ࢇ ṓ㸸⏨性㸸

BATIC ࢔ࢥࢫ 955 点㸸࢟ࣕࣜ࢔࣭࢔ン࢝ーࠕ生ά様

ᘧࢥンࢱࣆンࢫ ）ࠖは、ᑗ᮶࡝この఍♫でも㏻⏝する

はၟ♫で㈠᫆の௙஦ࡎたいとᛮい、まࡅࡘをࣝ࢟ࢫ
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の඲⯡を学ࡧ、そのᚋ⧄⥔Ⴀᴗ㒊を⤒て、♫内のᾏ

እ研ಟไ度の㑅ᢤヨ験に合᱁し、㸯ᖺ㛫のᾏእ␃学

の機఍を得た。ᖐ国ᚋ、ࢶ࢖ࢻ⣔㈨本がධった自動

㌴࣭ᦠᖏ㒊ရ఍♫に㌿⫋し、M&A をはࡌめとする

さまࡊまなࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉを⤒験ᚋ、⟶理㒊㛛で内㒊

⤫ไの௙஦にࡘいた。ⱥ文఍計の学⩦を㛤ጞしたの

は、自ศの࣐ーࣗࣜࣂࢺࢵࢣーをあげることが┠的

であったが、BATIC の࢔ࢥࢫ࢖ࣁをྲྀ得ᚋに㌿⫋ά

動をしたとこࢁ、大ᡭ自動㌴㒊ရ࣓ー࢝ー2 ♫から

内ᐃを得ることができた。これは、BATIC ྲྀ得๓で

は得られなかった⤖果なので、大変‶㊊している。

໅ົ地のၥ㢟な࡝で⤖ᒁ㌿⫋はしなかったが、現ᅾ

の௙஦でも BATIC の知㆑はάかされており、今ᚋは

᭦なる࣐ーࣗࣜࣂࢺࢵࢣー上᪼を┠指して、⡿国බ

認఍計ኈ（USCPA）の㈨᱁ྲྀ得を┠指している。 
 
䛆஦౛ 㻢䛇 

䜰䝹䝞䜲䝖䚸ὴ㐵䜀䛛䜚䛾⤒Ṕ䛛䜙ṇ♫ဨ䜢┠ᣦ䛧

䛶⫋ᴗカ⦎ᰯ䜢㏻䛨䛶ⱥ文఍ィ䜢Ꮫ䜆䛝䛳䛛䛡䜢ᚓ䚸

䛭䛾ᚋ㈠᫆䠃⤒⌮䛾௙஦䛷䜻䝱䝷䜽䝍䞊䜾䝑䝈䛾఍♫

䛷䛾ṇ♫ဨ䛾⫋䜢ᚓ䜙䜜䛯஦౛䚹 

 
ᙜึ大学の␃学ࢭンࢱーでのࢺ࢖ࣂࣝ࢔から࢟ࣕ

めたࡌをは࢔ࣜ F さ31）ࢇ ṓ㸸ዪ性㸸BATIC ࢔ࢥࢫ

650 点㸸࢟ࣕࣜ࢔࣭࢔ン࢝ーࠕ生ά様ᘧࢥンࢱࣆン

ࢫ ）ࠖは、୙Ᏻᐃな立場に୙Ᏻをかࡌࢇて、ὴ㐵の௙

஦をしたが、ࡸはりṇ♫ဨとして࢟ࣕࣜ࢔を✚まな

いとᏳᐃした生άは㞴しいと感ࡌた。 
そこでᮾி㒔の⫋ᴗカ⦎⤠でᾏእࡸⱥㄒを౑࠺௙

஦を┠指すᩍ⫱࣒ࣛࢢࣟࣉにཧ加したとこࢁ、そこ

で基♏ㅮᗙを⾜っていたⱥ文఍計と㈠᫆実ົに⯆࿡

をᣢࡕ、カ⦎⤠༞ᴗᚋに BATIC の学⩦も㛤ጞした。 
 カ⦎ಟ஢ᚋ、BATIC の㈨᱁学⩦をしていることも

ྵめて㌿⫋ά動でࣆ࢔ーࣝしたとこࢱࢡࣛࣕ࢟、ࢁ

ーࢬࢵࢢの㍺ධၟ♫でのṇ♫ဨの௙஦にࡘくことが

でき、Ᏻᐃした⫋を得ることができた。 
 

䛆஦౛ 㻣䛇 

௓ㆤ䝡䝆䝛䝇䛾⤒⌮♫ဨ䛛䜙䚸᭷ຊ㔠⼥ᶵ㛵䛾ෆ

㒊⤫ไ㒊㛛䛾ṇ♫ဨ䛻䛺䛳䛯஦౛ 

 

 ௓ㆤࢫࢿࢪࣅの௻ᴗで、⤒理と⥲ົの中㛫のよ࠺

な௙஦をしていた G さ26）ࢇ ṓ㸸ዪ性㸸BATIC ࢫ

࢔ࢥ 775 点㸸࢟ࣕࣜ࢔࣭࢔ン࢝ーࠕ生ά様ᘧࢥンࣆ

ࢫンࢱ ）ࠖは、೵⁫した⫋場の雰囲気に᎘気がさし、

より㧗い࢟ࣕࣜ࢔をồめてⱥ文఍計の学⩦を㛤ጞし

た。 

 ⡙グの学⩦をしたことはあったが、ⱥ文఍計はጞ

めてであったため、ึ回ཷ験した、国㝿᳨ᐃ %$7,&

ヨ験（1000点‶点）までの 3ࣧ᭶は㞟中して学⩦し、

ึ回のヨ験で࢘࢝࢔ン࢕ࢸンࢿ࣐ࢢーࣕࢪーࣞ࣋ࣝ

（775 点）をྲྀ得できた。㸶ヨ験⤖果がฟた┤ᚋから

✚ᴟ的にேᮦ఍♫をά⏝して本᱁的な㌿⫋ά動を㛤

ጞし、大ᡭእ㈨⣔㔠⼥機㛵に㈙཰されたࡤかりの日

本の大ᡭドๆ఍♫の内㒊⤫ไ室に、⤂௓ணᐃὴ㐵で

໅ົできることとなった。そのᚋ๓向きな໅ົែ度

がホ౯され、ṇ♫ဨとなることができた。 

 

䛆஦౛ 㻤䛇 

᪥⣔௻ᴗ䛾ὴ㐵♫ဨ䠄⛎᭩䠅䛛䜙䚸᭷ຊእ㈨⣔㔠⼥

ᶵ㛵䛾㈈ົ㒊㛛䛾ṇ♫ဨ䛻䛺䛳䛯஦౛ 

 

 日⣔௻ᴗでὴ㐵♫ဨとして⛎書をしていた H さ

��）ࢇ ṓ㸸ዪ性㸸BATIC ࢔ࢥࢫ 780 点㸸࣭࢟ࣕࣜ࢔

ࢫンࢱࣆンࢥ生ά様ᘧࠕン࢝ー࢔ ）ࠖは、௙஦のᑗ᮶

的な⥅⥆性に୙Ᏻを感ࡌたことと、ᑗ᮶はᾏእでാ

きたいとい࠺ክを㏣࠺ために、ⱥ文఍計の学⩦を㛤

ጞした。実ົ⤒験がなかったため、学⩦中から、✚

ᴟ的に࢙࢟ࣕࣜࢳ࣭࢔ンࢪのための⾜動を㛤ጞし、

ேᮦ఍♫をά⏝することによって、まࡎὴ㐵で小つ

模のၟ♫の⤒理㒊の௙஦にᑵいた。小つ模の௻ᴗを

㑅ࢇだことで、ᖜᗈい⤒理実ົの⤒験をࡴࡘことが

でき、ḟのẁ㝵として、෌度ேᮦ఍♫を㏻ࡌて、ὴ

㐵でእ㈨⣔㔠⼥఍♫の⤒理㒊㛛にධることができた。 

እ㈨⣔௻ᴗ機㛵では、ࣆࢵ࣍ࣈࣙࢪンࢢによる࢟

㌿⫋が日ᖖ的であるため、さらにேࣉࢵ࢔࣭࢔ࣜࣕ

ᮦ఍♫をά⏝して、より㧗いࣞ࣋ࣝのእ㈨⣔㔠⼥機

㛵の఍計⫋࡬ὴ㐵♫ဨとして⛣ることができ、その

ᚋᕼᮃをฟしていたࢼ࢖࢓ࣇンࢫ㒊㛛࡬のὴ㐵♫ဨ

としての㓄ᒓがỴまった。しかし、ὴ㐵♫ဨでは、

ᑗ᮶的なᏳᐃは得にくいとุ᩿したため、ここまで

に得た知㆑と実ົ⤒験をᣢって、ୡ⏺的なእ㈨⣔㔠
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⼥機㛵࡬ேᮦ఍♫を㏻ࡌて応ເし、ࢼ࢖࢓ࣇンࢫ㒊

㛛のṇ♫ဨにࡘくことができた。 

 

䛆஦౛ 㻥䛇 

௙஦ୖⱥ文఍ィ▱㆑䛜ᚲせ䛻䛺䜚䚸䝍䜲䝭䞁䜾䜘䛟Ꮫ 

⩦䛧䛯䛣と䛷䚸ᐇົⓗ䛺ᑐᛂ䛜䝇䝮䞊䝈䛻ฟ 

᮶䜛䜘䛖䛻䛺䜚䚸䛥䜙䛻䜻䝱䝸䜰䜢㧗め䜙䜜䛯஦౛ 

 
I さ35）ࢇ ṓ㸸ዪ性㸸BATIC ࢔ࢥࢫ 750 点㸸࢟ࣕ

ࢫンࢱࣆンࢥ生ά様ᘧࠕン࢝ー࢔࣭࢔ࣜ ）ࠖが BATIC
に⯆࿡をもったのは㸯ᖺ๓で、実ົ的なᚲせ性から

学⩦を㛤ጞしたが、⪃えると⤯ጁな࣑࢖ࢱンࢢでⱥ

文఍計知㆑を㌟にࡅࡘたことにより、そのᚋのさま

を㧗めることがで࢔ࣜࣕ࢟、まな変化にᑐ応できࡊ

きた。ᙜ᫬は࡝࠺ࡻࡕᏊ఍♫のᙺဨにฟ向で㐵ࢃさ

れたࡤかりでࠕ⤒Ⴀとか⤒理とかࡸってࡳたことな

かった࡝ࡅ、この機఍にࡸってࡳよ࠺࡝、࠺せなら

ⱥㄒでࠖとい࠺㍍い気ᣢࡕではࡌめたが、そのᚋࢢ

ࣝーࣉの෌⦅ࡸら」㞧な大ேの஦᝟で、MBA ࣍ࣝ

ダーの CFO が✺↛ᾘえ、㈈ົ఍計のࣟࣉがいないま

まいきなり஦ົのὴ㐵のዪ性と஧ேだࡅでỴ⟬ࡸ఍

計┘ᰝᑐ応➼実ົᑐ応をすることになった。 
なࢇとかᑓ㛛ᐙのே㐩にຓࡅてもらいࡘࡘ、進め

ることができたのは、BATIC ㅮᗙで学⩦したᡂ果で

あり、学⩦をしていなࡅれࡤ周りでゝっていること

のゝⴥのព࿡すらࢃからࡎ、この༴機を஌り㉺える

ことができなかったとᛮࢃれる。┘ᰝἲே、఍計ኈ、

⛯理ኈな࡝と、さも知っている㢼で఍ヰできたのは

本ᙜに BATIC ㅮᗙのおかげだとのことである。   
さらに、この᫓にࢩン࣏࢞ーࣝの཭ேから小さな

らないか㸽ࡸ஦ᴗを㈙཰して一⥴にࣉࢵࣙࢩࢺࢵࢿ

とኌをかࡅてもらったが、先方の㈈ົ㈨ᩱを見る㝿

にも、BATIC の᫬の知㆑を⥲動ဨして実のあるᡴࡕ

合ࢃせができた。この㸱ᖺ㛫は中国ㄒもᖹ⾜してຮ

ᙉしているが、中国ㄒとⱥ文఍計を生かして、᮶ᖺ

は࢔ࢪ࢔に㛵するࢫࢿࢪࣅに㛵ࢃるのが今のክであ

る。 
 

䠐䠊 ศᯒ⤖ᯝと考ᐹ  

   

ศᯒ⤖ᯝ 

本研究ではⱥ文఍計知㆑⩦得者の࢔ࣜࣕ࢟ࠕ効果

（୺ほ的࣭ᐈほ的）と࢟ࣕࣜ࢔効果があったᑐ象者

の࢔࣭࢔ࣜࣕ࢟ࠕン࢝ーࠖを஦౛研究からศᯒし、

した⤒Ⴀ知㆑であるࢳࢵⱥ文఍計知㆑が᫬௦に࣐ࠕ

ことの確認 とࠖ、ࠕⱥ文఍計知㆑の⩦得によって࢟ࣕ

✀ン࢝ーの࢔࣭࢔効果が得られるேᮦの࢟ࣕࣜ࢔ࣜ

㢮ࠖにࡘいてศᯒしてきた。そこで、本研究からⓎ

見できた஦実を中ᚰにศᯒ⤖果をまとめると、 
(1) ⱥㄒで国㝿఍計を学ࢫࢭࢡࢧ࣭࢔ࣜࣕ࢟、ࡧ 

（୺ほ的࣭ᐈほ的）を得たேᮦ 9 ྡにࡘいてヲ⣽

な࢖ンࣗࣅࢱーと㉁ၥ⾲による஦౛研究を⾜った

が、まࡎ஦౛研究であきらかになったのは、ࠕⱥ文

఍計知㆑の⩦得は࣭࢟ࣕࣜ࢔ 効果があるࠖࢫࢭࢡࢧ

とい࠺ことである。 
（2）≉に日本のேᮦᕷ場では現実的に大変ᅔ㞴であ

るとされる࢙ࢳ࣭࢔ࣜࣕ࢟ࠕンࠖࢪもྵめ、ⱥ

文఍計知㆑の⩦得は㠀ᖖに㧗い࢟ࣕࣜ࢔効果を

もたらした。 
（3）ᙜึの௬ㄝでは、఍計知㆑はᑓ㛛知㆑なので、 

 が㧗いே物に㧗いࠖࢫンࢱࣆンࢥู⬟⫋ᑓ㛛࣭ࠕ
⤖効果があるとண測したが、஦౛研究の࢔ࣜࣕ࢟

果、࢟ࣕࣜࢫࢭࢡࢧ࣭࢔できたのはࠕ生ά様ᘧࢥ

ンࢱࣆンࢫ がࠖ㧗いே物が大༙であり、ࠕ生ά様ᘧ

ேᮦがⱥ文఍計知㆑を㌟にࡘをᣢࠖࢫンࢱࣆンࢥ

が起きるྍ⬟性ࢫࢭࢡࢧ࣭࢔たときに࢟ࣕࣜࡅࡘ

が㧗いことがࢃかった。 
（4）ヲ⣽な࢖ンࣗࣅࢱーをศᯒしてࡳると、このࠕ生 

ά様ᘧࢥンࢱࣆンࢫ をࠖᣢࡘேᮦは、ࠕ生άをより 
自ศの⣡得できるものにしたいࠖとい࠺ḧồから 
 傾向࠺ⱥ文఍計を学⩦するࠖといࠕーࣝとしてࢶ
がࢃかる。このよ࠺な指向性は、ࠕ⎔ቃ変化にᑐし 
てᖖに᪂しい⤒Ⴀ知㆑を㌟にࡅࡘていくࠖことに 
もࡘながるため、௻ᴗのே஦㒊にዲまれ、⤖果的 
に࢟ࣕࣜࢫࢭࢡࢧ࣭࢔しࡸすくなるのではないか 
と⪃えられる。 

また、ᙼらは生ά㔜どを㏻ᖖの௙஦上で๓㠃に 
ฟすことはあまりなく、㏻ᖖはࠕᑓ㛛性㔜ど ௙ࠕࠖ

஦㔜どࠖのጼໃをࣆ࢔ーࣝするᢏ⾡にも長ࡅてい

るため、㠃᥋ヨ験も㏻㐣しࡸすいのではないかと

⪃えられる。 
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஦౛◊✲䛷Ⓨぢ䛥䜜䛯᪂஦ᐇ

• ௬ㄝ䛷䛿䚸䛂ᑓ㛛䞉⫋⬟ู䝁䞁䝢䝍䞁䝇䛃䛜㧗䛔ே≀
䛜䚸䛂ᅜ㝿఍ィ䜢ⱥㄒ䛃䛷Ꮫ䜆䛣と䛻䜘䜚䜻䝱䝸䜰䛜
㧗ま䜛䚹と考䛘䛶䛔䛯䛜䚸ᐇ㝿䛿䚸䛂⏕άᵝᘧ䛃䜢㔜
ど䛩䜛ே≀䛜䚸䛂⏕άᵝᘧ䛃䜈䛾䛣䛰䜟䜚䜢㏣ồ䛩䜛
䛣と䜢ᙉ䛔ືᶵと䛧䚸཰ධ䜔⏕ά⮬⏤ᗘ䜢㧗め䜛ᡭ
ẁと䛧䛶䛂㧗䛔ᑓ㛛ᛶ：ⱥ文఍ィ䛃䜢㌟䛻䛴䛡䜛䜿䞊
䝇䛾᪉䛜䚸䜻䝱䝸䜰䞉䝃䜽䝉䝇䛷䛝䜛ሙྜ䛜ከ䛔䚹

• ㌿⫋άື䛻䛚䛔䛶䛿䚸䛂⏕άᵝᘧ䛃㔜ど䜢๓㠃䛻䛰
䛥䛺䛔䜘䛖䛺䝔䜽䝙䝑䜽䜢㌟䛻䛴䛡䜛䛣と䛻䜘䛳䛶ᡂ
ຌ䛩䜛ሙྜ䛜ከ䛔䚹

 
ᅗ䠒：஦౛◊✲䛷Ⓨぢ䛥䜜䛯᪂஦ᐇ ➹⪅సᡂ 

（5）今回の஦౛研究でᵓ⠏したࠕᩍ⫱ࠖとࠕேᮦ 
ンは、ⱥ文఍計のேࣙࢩーࣞ࣎ࣛࢥのࠖࢫࢿࢪࣅ

ᮦ⫱ᡂと、そのᕷ場化とい࠺㠃で大変有効である

ことが確認できた。今ᚋ大学、大学㝔におࡅる⤒

Ⴀᩍ⫱にࠕⱥ文఍計ᩍ⫱ࠖの導ධがಁ進される場

合には、このよ࠺なࠕᩍ⫱ᚋのฟཱྀᑐ⟇ࠖをᩚഛ

することにより、ᩍ⫱࡬の‶㊊度ࡸேᮦ࣐ࢳࢵン

 。ことに㈉⊩できると⪃えるࡴが進ࢢ
 
考ᐹと௒ᚋ䛾ㄢ㢟 

 
本研究では、஦౛研究を⾜い、⣙ 2 ᖺ༙にࢃたる

ேᮦ఍♫とのࣞ࣎ࣛࢥーࣙࢩンにより、ࠕⱥ文఍計知

㆑を㌟にࡅࡘたேᮦは、࢟ࣕࣜࢫࢭࢡࢧ࣭࢔しࡸす

いࠖことを᳨ドし、ࣜࢧーࣙࢳࢫ࢚ࢡࢳンであった

᫬௦がồめる⤒Ⴀ知㆑ࠕ᫬௦がもとめるேᮦࠖがࠕ

であるⱥ文఍計知㆑ࠖを㌟にࡅࡘると࢟ࣕࣜࢧ࣭࢔

ドᣐを得た。今ᚋも⤒㐣を見Ᏺ࠺できるといࢫࢭࢡ

りながら、研究ሗ࿌をしていきたいと⪃える。 
 

ཧ⪃文⊩ 

�論文� 

࣭ⓑ㫽ᰤ一����国㝿఍計基‽の基本ᴫᛕࠖࠗࠕ�� ௻ᴗ

఍計࠘➨ �� ᕳ➨ � ྕ、中ኸ⤒῭♫ 

࣭㎷ᒣᰤᏊ������ࠕ఍計基‽のࢥンࣂー࢙ࢪンࠖࢫ

ࠗ௻ᴗ఍計࠘➨ �� ᕳ➨ �� ྕ、中ኸ⤒῭♫ 

࣭㎷ᒣᰤᏊ������ࠕ఍計基‽の国㝿的動向と఍計測

ᐃの基本ᛮ⪃ࠖࠗ ᭳計࠘➨ ��� ᕳ➨ � ྕ、日本఍計

学఍ 

࣭すᕝ㑳ኵ������ࠕ௻ᴗ఍計ጤဨ఍（$6%-）におࡅ

るࢥンࣂー࢙ࢪン࡬ࢫのྲྀり⤌ࠗࠖࡳ௻ᴗ఍計 ➨࠘

�� 

➨ � ྕ、中ኸ⤒῭♫ 

࣭㔝ᮧ೺ኴ㑻������ࣟࢢࠕーࣝࣂ化と఍計基‽の国

㝿的⤫一ࠖࠗ ௻ᴗ఍計 ➨࠘ �� ᕳ➨ �ྕ、中ኸ⤒῭♫ 

࣭ᶫ本ᑦ������ࢥࠕンࣂー࢙ࢪンࢫの進ᒎとᮾி合

ពを㋃まえた今ᚋのᒎᮃとㄢ㢟ࠖࠗ ⤒Ⴀ㈈ົ࠘➨

���� ྕ、中ኸ⤒῭♫ 

࣭ᖹᯇ一ኵ����る఍計ࡅにおࢶ࢖ࢻとࢫンࣛࣇࠕ��

基‽タᐃ機㛵の国㝿化ᑐ応ࠖࠗ ᭳計࠘➨ ��� ᕳ➨ �

ྕ、日本఍計学఍ 

࣭ᖹᯇ一ኵ�����&$6,ࠕ� のᑗ᮶ീとࢃが国の఍計基

‽タᐃ機㛵ࠖࠗ ௻ᴗ఍計 ➨࠘ �� ᕳ➨ �ྕ、中ኸ⤒῭

♫、 

࣭ᒣ田㎮ᕭ������56(,ࠕ の᥇⏝࣭ࢥンࣂー࢙ࢪンࢫ

のᗈがりࠖࠗ ௻ᴗ఍計 ➨࠘ �� ᕳ➨ �ྕ、中ኸ⤒῭♫ 

（࿴書） 

࣭᪂஭Ύග、ᗈ℩⩏ᕞ������ࠗ国㝿㈈ົ఍計基‽࠘

中ኸ⤒῭♫ 

࣭஬༑ᔒ๎ኵ、古㈡智ᩄ������ࠗ఍計基‽のࣟࢢー

 化ᡓ␎࠘᳃ᒣ書ᗑࣝࣂ

࣭☾ᒣ཭ᖾ������ࠗ国㝿఍計基‽ᡓத࠘日⤒ %3 ♫ 

࣭✄ᇉ෠ኈ⏨⦅ⴭ������ࠗ 国㝿఍計基‽ 日⡿ⱥ఍計

基‽との比較ゎㄝ � ゞ∧࠘ྠ文⯓ฟ∧  

࣭㔠஭ኖᏹ������ࠗ࢟ࣕࣜ࢖ࢨࢹ࢔ン࢞࠘ࢻ࢖ⓑ᱈

書ᡣ 

࣭⳥㇂ṇே������ࠗⱥ国఍計基‽の研究࠘ྠ文㤋ฟ

∧、 

࣭⳥㇂ṇே������ࠗከ国⡠௻ᴗ఍計論࠘๰ᡂ♫ 

࣭ᱜ஭ஂ຾������ࠗ ࠘∧国㝿఍計基‽ ➨㸱ࢺࢫ࢟ࢸ

ⓑ᱈書ᡣ 

㝵࣭ᡞ↷㞝、建ᐑດ������ࠗ 㹓㹑㹁㹎㸿㞟中ㅮ⩏ ㈈

ົ఍計 ➨஧∧࠘中ኸ⤒῭♫ 

࣭ⓑ㫽ᰤ一������ࠗ国㝿఍計基‽࠘日⤒ %3 ♫ 

�����ࠗ国㝿�ⴭ⦆ࢶー࣐ࢺ ࣗࢩ࢘ࢺ ࢺ࢖ࣟࢹ࣭

㈈ົሗ࿌基‽の実ົ ➨㸱∧࠘中ኸ⤒῭♫ 

�����ࠗ⡿国�ⴭ⦆ࢶー࣐ࢺ ࣗࢩ࢘ࢺ ࢺ࢖ࣟࢹ࣭

఍計基‽の実ົ ➨㸲∧࠘中ኸ⤒῭♫ 

࣭ᮾிၟᕤ఍㆟ᡤ⦅������ࠗ国㝿఍計᳨ᐃ㹀㸿㹒㹇

㹁6XEMHFW� බᘧࢺࢫ࢟ࢸ ���� ᖺ度∧࠘中ኸ⤒῭
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♫ 

࣭すᕝ㑳生������ࠗ国㝿఍計基‽の知㆑࠘日本⤒῭

᪂⪺♫ 

࣭ᶫ本ᑦ������ࠗ ���� ᖺ国㝿఍計基‽の⾪ᧁ࠘日本

⤒῭᪂⪺ฟ∧♫ 

࣭長㇂ᕝⱱ⏨������ࠗ఍計ࢥンࣂー࢙ࢪンࢫの௙⤌

 ♫῭⤒中ኸ࠘ࡳ

࣭ᖹᯇ一ኵ、ᚨ㈡ⰾᘯ⦅ⴭ������ࠗ఍計基‽の国㝿

的⤫一࠘中ኸ⤒῭♫ 

࣭⸨஭⚽ᶞ������ࠗไ度変化の఍計学㸫఍計基‽の

 ♫῭⤒を見すえて࠘中ኸࢫン࢙ࢪーࣂンࢥ

࣭⸨田ᖾ㞝⦅ⴭ������ࠗ �� ୡ⣖の఍計ᩍ⫱࠘ⓑ᱈書

ᡣ 

࣭⸨Ọᘯ⦅ⴭ������ࠗ大学ᩍ⫱と఍計ᩍ⫱࠘๰ୡ♫ 

࣭⸨Ọᘯ௚┘ಟ、඲国㸲⣔ิᩍ⫱఍㆟⦅������ࠗእ

国ேᩍᤵが見た࣏ࢵࢽンの大学ᩍ⫱࠘中ኸ⤒῭♫ 

࣭⸨἟ள⣖、ඵ田進஧、ʟ 本ᑦ������ࠗ 国㝿఍計 こ

れまでの㸯㸮㸮ᖺこれからの㸯㸮㸮ᖺ࠘ྠ文㤋ฟ

∧ 

࣭ᯇ஭Ὀ๎������ࠗ国㝿఍計の₻ὶ࠘中ኸ⤒῭♫ 

࣭ᒣ本ᫀᘯ������ࠗ国㝿఍計論࠘文┾ᇽ 

࣭ⱝᮡᙯ⦅������ࠗ఍計国㝿化のᒎ㛤࠘ࢫࢿࢪࣅᩍ

⫱ฟ∧♫ 

（⩻ヂ書⡠） 

࠘ࢫࢡ࣑ࢼ࢖ダ࣭࢔ンࠗ࢟ࣕࣜ࢖ࣕࢩ�+ー࢞ࢻ࢚࣭

஧ᮧᩄᏊ�୕ၿ຾௦ヂ、ⓑ᱈書ᡣ、���� ᖺ � ᭶ �

日 

࣭ࣜー࣭+࣭ࣛ࣎ࢹー㸭ࢽࢻࢩー࣭-࣭࢔�࢖ࣞࢢーࣦ

ࠗ������ࢡࢵࣛࣈ࣭/ン࣭࢕ ከ国⡠௻ᴗの఍計࠘小

ὠ⛶加Ꮚ┘ 

ヂ、中ኸ⤒῭♫ 

ー࣭パー࣐ࣝンࣜࢫー㸭ࣞࢽࢯン࢔࣭ࢺーࣂ࣭ࣟ

������ࠗ ー఍計学ධ㛛࠘すᒣⱱ ┘ヂ、ᮾࢽࢯン࢔

ὒ⤒῭᪂ሗ♫ 

ࢺーࣂ࣭ࣟ ���ン࢖�.���ࠗ の方ἲ࠘࢕ࢹࢱࢫ࣭ࢫーࢣ

㏆⸨බᙪヂ、༓಴書ᡣ 

࣭ 6FKHLQ� (�+������ &DUHHU '\QDPLFV� $GGLWLRQ 

:HVOH\ 3XEOLVKLQJ &RPSDQ\� ,QF� （஧ᮧ ᩄᏊ、

୕ၿ຾௦ヂ࣭ࠗ࢟ࣕࣜ࢔ダ࠘ࢫࢡࢵ࣑ࢼ࢖ⓑ᱈書

ᡣ、����）。 

࣭㔠஭ኖᏹ（����） ࠗ࢟ࣕࣜ࢖ࢨࢹ࢔ン࢞࠘ࢻ࢖

ⓑ᱈書ᡣ。 

࣭6FKHLQ� (�+（����）ࠗ ン࢝ー࢔࣭࢔ࣜࣕ࢟ （࠘㔠஭

ኖᏹヂ、ⓑ᱈書ᡣ、�����ᖺ 

࣭6FKHLQ� (�+�����ࣝࣂ࢖ࣂࢧ࣭࢔ࣜࣕ࢟ࠗ�� （࠘㔠

஭ኖᏹヂ、ⓑ᱈書ᡣ、����� 

ࢺーࣂ࣭ࣟ . ���ン࢖���ࠗ の方ἲ࠘࢕ࢹࢱࢫ࣭ࢫーࢣ

㏆⸨බᙪヂ、༓಴書ᡣ、����） 

 （ࢺ࢖ࢧࣈ࢚࢘）

,$6% KWWS���ZZZ�LDVE�RUJ�+RPH�KWP 

㹄㸿㹑㹀 KWWS���ZZZ�IDVE�RUJ� 

㹌㹗㹑㹃㹃㹓㹐㹍㹌㹃㹖㹒 KWWS���ZZZ�Q\VH�FRP� 

㹌㸿㹑㹂㸿㹏 KWWS���ZZZ�QDVGDT�FRP� 

㔠⼥ᗇ KWWS���ZZZ�IVD�JR�MS� 

 ۑ ۑ ۑ

ὀ 

                                                        
㸯 㔠⼥ᗇ௻ᴗ఍計ᑂ㆟఍������ ᡃが国におࡅる国

㝿఍計基‽のྲྀᢅいに㛵するព見書（中㛫ሗ࿌）

KWWS���ZZZ�IVD�JR�MS�QHZV������������������S

GI 
㸰 建ᐑດ������ࠕ日⡿大学఍計ᩍ⫱の違いと指導ᩍ

ᮦに㛵する一⪃ᐹ 、ࠖ日本大学大学㝔 
㸱 ࢟ࣕࣜ࢔࣭࢔ン࢝ーとは、長期的な࢟ࣕࣜ࢔ᙧᡂ

におࡅるಶேูのこだࢃりをศᯒするࢶーࣝであ

る。 
㸲 ࣟࣂーࢺ ���ン࢖�.���ࠗ ࢫー࣭ࢣ の方ἲ࠘࢕ࢹࢱࢫ

㏆⸨බᙪヂ、༓಴書ᡣ、㹮㹮����。 
㸳 ࣟࣂーࢺ ���ン࢖�.���ࠗ ࢫー࣭ࢣ の方ἲ࠘࢕ࢹࢱࢫ

㏆⸨බᙪヂ、༓಴書ᡣ、SS�������。 
㸴 እ㈨⣔௻ᴗの㌿⫋にᙉいேᮦ఍♫ࢥࢹ࢔♫（ୡ⏺

࢔࢙ࢩ � 位）のእ㈨㔠⼥ᨭ♫長に༠ຊを౫㢗し、

%$7,& ཷㅮ生の㌿⫋࣏ࢧーࢺをಶูにᚋ㏣いでき

るよ࠺にした。 
㸵 ࢚࢞ࢻー+࢖ࣕࢩ�ン������ࠗ ン࢝ー࠘࢔࣭࢔ࣜࣕ࢟

㔠஭ኖᏹヂ、ⓑ᱈書ᡣにᥖ㍕された㉁ၥ⾲と㞟計

⾲を、࣐ࣝࢭࢡ࢚ࢺࣇࢯࣟࢡ࢖のࢹࣝࢱࢪࢹーࢱ

に変᥮し、(࣓ーࣝでࡸりとりできるよ࠺にした。 
㸶 国㝿఍計᳨ᐃ %$7,& は ���� 点‶点で、ఱ点とれ

るかをุᐃする᳨ᐃヨ験であり、��� 点を㉸える

と %RRNNHHSHU���� 点を㉸えると $FFRXQWDQW����

点を㉸えると Accounting manager,880 点を㉸える

と Controller とい࠺እ㈨⣔௻ᴗの఍計⣔⫋位の⛠

ྕが୚えられる。 
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